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Ⅰ．研究背景と目的

現代は少子化が進み，離島やへき地では過疎化が進んで学校の統廃合が進められてい
る。そのような中で，異学年，少人数で構成された複式学級を有する学校は多く存在して
いる。複式学級は，２以上の学年の児童生徒を１学級に編制した学級のことである。複式
学級の編制については，「公立義務教育諸学校の学級編成及び教職員定数の標準に関する
法律」第三条において「当該義務教育諸学校の児童又は生徒の数が著しく少いかその他特
別の事情がある場合においては，政令で定めるところにより，数学年の児童又は生徒を一
学級に編制することができる。」と定められている。また，一学級の児童数の基準は，小
学校の複式学級で，１６人（一年生を含む場合は８人）が上限とされている。複式学級では
複数の学年が在籍するが, 基本的に教師が一人で授業を展開していく。複式学級で行われ
る授業は複式授業と呼ばれる。
複式授業については，「直接指導」と「間接指導」と呼ばれる場面が存在し, 学年別の
指導において，学習過程の「ずらし」や教師の「わたり」が行われる点が特徴的である。
「直接指導」とは，教師が子どもに直接，学習指導を指導することである。また，子ども
が自立解決している場面でも，教師が学習状況を見取り，いつでも指導が可能な状態にし
ている場合は直接指導という。「間接指導」とは，一方の学年に直接指導をしているとき，
直接指導ができない学年に対して，子どものみで学習活動が進められるようにすることで
ある。また, 複式授業では, ２つの学年を直接指導の過程が重ならないように，学習過程
を学年別にずらして組み合わせることを「ずらし」といい, 複式の学習指導の中で一方の
学年から他の学年へ，直接指導を行うために移動をする教師の動きのことを「わたり」と
いう。さらに，間接指導中の学年にも気を配りながら，必要に応じて直接指導を行う場合
がある。これを「小わたり」という。このような指導場面や教師の関わりの工夫によって
複式授業は成立するのである。
加えて，複式授業の学年別指導では，間接指導の充実を図りガイド学習を活用すること
がある。ガイド学習とは，ガイド役の子どもが，ガイド役の進行表によってリードしなが
ら，進行役としてのガイドと共同学習者としてのフォロワーによって進められる学習方法
のことである。複式授業における研究はガイド学習や間接指導に関するものが多く, 例え
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ば, 渋川（２００９）は，ガイド学習とワークシートを活用した授業を実践し, ワークシート
の活用については，学習課題が明確になり，学習すべき内容が分かりやすくなるという利
点と, 習熟度の差に対応できるように何種類か作成するなどの工夫が必要であることを明
らかにしている。また, 森ら（２０１８）は，複式授業の学年別指導において，間接指導の時
間に授業のユニバーサルデザイン化が重要であると示し，「学習計画表」の設定と各児童
が教科リーダーの役割を担うことで, 児童が主体的に取り組むといった成果を挙げてい
る。これらの研究のように, 複式授業に関する研究は, 間接指導の充実や児童の主体的な
学習を促す学習指導法に関する実践研究が多く, 教師に焦点を当てた研究は少ない。
教師に焦点を当てた研究の一つとしての意思決定研究がある。吉崎（１９８８）が作成した
意思決定モデルは，教師が授業計画と授業実態とのズレの程度を把握し，授業についての
知識を基に代替策を判断することを示している。さらに，その対応行動の決定には，教師
が持っている知識や，教授ルーチンが関係しているということを示している。吉崎の研究
を礎として, 下地・吉崎（１９９０）は，３名の中学校数学科教師を対象にインタビューを行
い，授業過程における教師の生徒理解の状態を検討し, 教師は，生徒理解のために，「教
師の視線」「指名」「机間巡視」の３つの方法を用いていること, 学力が下位の生徒と学習
態度の悪い生徒からより多くの手掛かりを得ようとしていること, さらに，教師は音声・
動作・ノート・板書から手がかりを得ようとしていることを明らかにした。また, 樋口
（１９９５）は，小学校で行われた国語科の授業を対象に，刺激回想録を分析し, 児童の予想
外応答が教師の予想水準以上の場合には，計画を大きく変えない傾向があること, また，
予想水準以下の場合には，教師が児童の応答を自らの解釈に近づけようとする意思決定が
働くか，あるいは，児童の発言する機会を重視し，その意見を大事にしようとする意思決
定が働くこともあることを明らかにしている。一方で, 秋田（１９９２）は，意思決定研究を
行う上で，授業過程のどの場面で意思決定を行ったのかという時系列を考慮する必要性を
述べ, 教材や教科の内容，子どもの認知，状況や文脈を考慮するべきであり，意志決定が
計画とのズレの認知によってだけでなく，状況との相互作用によって局所的に生じている
という視点からも検討する必要があると指摘している。吉崎（１９８８）以降の意思決定モデ
ル研究の衰退に関して, 姫野（２００２）は，教師の意思決定過程を顕在化しモデル化したと
しても，教師教育につながらないという問題，さらには教師の意思決定研究が再生刺激法
やインタビュー法など特定の場面を対象としていたという２点を指摘している。これらを
踏まえて児玉（２０１５）は，「個々の教室にある状況的文脈が意思決定において大きく作用
するため，授業の事例研究を積み重ねることが現状で可能な方法論であろう」と意味づけ
ている。
近年においては, 水野（２００６）による授業記録を基にした対話リフレクションから教師
が授業の事実に基づいて授業を振り返り，それによって得られた省察を語ることで教師自
身が自らの授業を深く研究できることを示唆した研究や関口・河野（２００７）による通常人
数授業（３７～３８名）と少人数授業（１７～２０）における教師の注視パタンを，眼球運動計測
装置を用いて記録し，その違いを検討し，通常人数授業に比べて少人数授業では，注視さ
れない児童の人数が少なくなったことを明らかにした研究が挙げられ, 状況的文脈を考慮
した省察的な思考に関する研究や工学的なアプローチによる研究が出てきている。特に,
有馬（２０１４）は CCDを活用し, 視点に焦点を当てた教師の思考の研究を進めており, 熟練
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教師と初任教師では，視線行動だけでなくその前後に行われる思考においても違いがある
ことを示し, 熟練教師は初任教師に比べて，個別の児童に視線を向ける傾向があること，
回想の頻度が多く，そのきっかけの過半数が教師の意図的視線であることを明らかにして
いる。さらに, 姫野（２０１６）は，「授業中の教師の暗黙的な思考と視線の関連を解明する
ためには，継時的な視線の分析とリフレクションを組み合わせた研究が求められる」と位
置付けた上で, ウェアラブルカメラを用いて, 視線に焦点をあてた授業リフレクション
は，授業中に教師が無意識で行っている教授行動の意図の表出に寄与し，また，授業中の
子どもの様子を教師自身の視線を通して対象化することかできるという特徴を明らかにし
ている。これらの研究からは, 授業リフレクションと教師の意思決定の繋がり, さらには
録画ビデオによる刺激回想法や生田（１９９８）のオンゴーイング法といったこれまでの授業
リフレクション研究とは異なる新たな研究アプローチを提供してくれる点で非常に示唆的
であるが、単式学級を対象としたものがほとんどである。
ここまで，複式学級や教師の思考に関する研究の整理を行ってきたが，それらを複合的
に検討した研究は少ないと言える。つまり，複式学級という特殊な環境における教師の授
業内の思考や判断に焦点を当てた研究はあまりなされておらず，これらを明らかにするこ
とで２学年以上を同時に指導する際の教師の思考の特徴を捉え，教師の専門性研究への示
唆を与えることができると考えられる。よって，本研究では複式授業における教師の思考
や判断の特徴を明らかにすることを目的とする。

Ⅱ. 研究方法

１．研究対象
本研究では，複式学級の担任をしているＸ教諭の実践を対象とした。Ｘ教諭は教職経験
年数１２年で，複式学級経験は３年の男性である。また，Ｘ教諭が勤務している長崎県の公
立Ａ小学校は全校児童３１名，学級数は３学級である。担任をしている５・６年生は１４名（５
年生は男子１名，女子７名で６年生は男子４名，女子２名）の複式学級である。対象とし
た授業は２０１８年１１月２９日（木）に行われた算数である。５年生の単元名は「変わり方を調
べて」であり，表を使って変わり方を調べる学習内容であった。また，６年生の単元名は
「割合を使って」であり，全体を１として考え，割合を使って計算をする学習内容であっ
た。

２．調査及び分析方法
まず, 授業実践時における教師の視線を記録するために，ウェアラブルカメラを活用し
た。ウェアラブルカメラは，小型のカメラで，付属のヘッドマウントで頭部に固定するこ
とで，視線の映像と音声を記録することが可能である。また，教師の視線に加えて，教室
の側面から，１台のビデオカメラで学級全体の様子を記録した。さらに，教室の後方から，１
台のビデオカメラで授業中の教師を追跡し，教師の行動を記録した。
次に, ウェアラブルカメラで撮影・記録した授業映像を活用し，授業リフレクションを
行った。対象者と共に授業映像を見ながら３０秒ごとに停止し，対象者の視線や行動の意図
を尋ねた。また，その時の対話を ICレコーダーで記録した。
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①広範囲の児童…全体を見渡すなど複数の児童に向けられた視線
②特定の児童…一人の児童に向けられた視線
③机間指導中の児童…机間指導をしている児童に向けられた視線
④黒板…板書や児童の考えを読み取る際に向けられる視線
⑤その他…時計や教科書，教材

視線行動の分析においては, 以下の有馬（２００９）のカテゴリーを参考にした。

記録した授業者視点からの映像を５秒ごとに停止して視線の対象をカテゴリー別に分類
した。また，５秒間での視線行動を１回として，学年別とカテゴリー別に計数することで
教師の視線行動の頻度を明らかにした。その際，全ての視線行動を分類し，５秒間に複数
のカテゴリーへ視線が向けられた場合は，それぞれに１回を加算して計数した。さらに，
視線行動を時系列でカテゴリーごとに整理し，表を作成することで教師の視線行動の特徴
を明らかにした。表の作成にあたり, 授業を様相的に表すことを目的として開発された中
村（１９８６）による発言表から着想を得た。発言表が授業内における各々の発言を表にする
のに対して本研究では上記の教師の視線カテゴリーを時系列に沿って表にすることによ
り，教師の動きを様相的に捉えることを試みた。
最後に, 授業リフレクション時の逐語記録の作成と分析においては ICレコーダーに記

録した授業リフレクション時の音声データを文字に起こし，逐語記録を作成した。そして,
逐語記録から教師の思考や判断が現れている部分を抽出し，分析することで，対象者の思
考や判断の特徴を明らかにした。

Ⅲ. 結果と考察

１．授業者の視線行動
（１）視線行動の回数
まず，表１は，授業における教師の視線行動を学年別とカテゴリー別にそれぞれ分類し，
その頻度を数値化して整理したものである。
表１からは，教師の視線数の合計は９１９回と，多くの視線行動が行われていることが分
かる。記録した４５分３５秒の授業映像を５秒ごとに停止すると単純には５４７回（５/２７３５）の
視線が計数できるが，５秒間で２つ以上のカテゴリーに視線が向けられている部分がある
ため，実際は９１９回であった。また，学年別の視線頻度は，５年生が４５８回，６年生は４６１
回であり，どちらの学年もほとんど同じ頻度で視線を向けていることが分かる。さらに，
「広範囲の児童」への視線が５年生は１８３回，６年生が１５２回であったことから，どちらの
学年も１５０回を超えており，カテゴリー別の中で最も多いということが分かる。２番目に
多いのはどちらの学年も「黒板」であるが，５年生が９４回，６年生は１４９回と数には６５回
の差が見られる。「特定の児童」については，５年生では最も少ない４９回であるのに対し
て，６年生では３番目に多い９２回であり，こちらも４３回の差が見られる。「その他」につ
いても５年生が６年生は９１回，５年生が３６回であったことから５５回の差が見られる。「机
間指導中の児童」については５年生が４９回，６年生は３２回でどちらも５０回を超えていない
ことが読み取れる。
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表１ 対象別にみた教師の視線行動の数値と割合

また, カテゴリー別に割合をまとめると，「５年生 広範囲の児童」１９.９％（１８３/９１９），
「５年生 特定の児童」４.５％（４１/９１９），「５年生 机間指導中の児童」５.３％（４９/９１９），
「５年生 黒板」１０.２％（９４/９１９），「５年生 その他」９.９％（９１/９１９），「６年生 広範囲
の児童」１６.５％（１５２/９１９），「６年生 特定の児童」１０％（９２/９１９），「６年生 机間指導中
の児童」３.５％（３２/９１９），「６年生 黒板」１６.２％（１４９/９１９），「６年生 その他」３.９％（３６
/９１９）となった。両学年においても「広範囲の児童」に向けられた視線が最も多い。また，
「机間指導中の児童」に向けられた視線は少ない。そのほかのカテゴリーにおいては違い
が見られ，５年生では，「黒板」と「その他」が２番目に多く，「机間指導中の児童」,「特
定の児童」が最も少ない。６年生では，「黒板」が２番目に多く，「特定の児童」，「机間指
導中の児童」，「その他」の順になっている。
このように，複式授業における教師の視線行動の頻度からは，「広範囲の児童」へ向け
られる視線数が１５０回を超えており，約２０％という最も高い割合を示していることが明ら
かになった。「広範囲の児童」であっても，複式学級では８人以下の少人数であることか
ら，単式の３０～４０人学級に比べると「広範囲の児童」への視線によってより多くの児童の
表情や行動まで把握しやすいと考えられる。また，視線数に差はあったが，２番目に「黒
板」が多かったことからは，児童の考えを把握する際に，児童が板書した内容から読み取っ
ていることが推測される。さらに，「机間指導中の児童」への視線行動は視線数が５０回に
満たず，割合が４～５％と少ないことが明らかとなった。教師が授業リフレクションの際
に，複式授業の課題として個別指導に行く時間が少ないことを述べていることから，机間
指導の時間が少ないことが視線行動の数に影響していると推測される。また，学年ごとに
違いが見られた「特定の児童」や「その他」については，授業の過程において，６年生で
は，特定の児童が発表している時間が長かったことや，５年生では A４用紙を折るという
教材を使用した活動があったことから，授業内容の違いが影響していたことが要因として
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表２ 時系列に応じた授業者の視線行動（一部）

考えられる。

（２） 時系列による視線行動の特徴
教師の視線行動を様相的に捉えるために時系列に応じて表したものが表２である。紙幅
の関係上, 表２は例として全体の一部を示している。
作成した表から次の４点が明らかとなった。
① 教師は直接指導中の学年へ向けた視線行動が多く，「わたり」の直前には，「広範囲
の児童」へ視線を向けて，するべきことを指示したり，児童の様子を確認したりし
てわたっていること。

② 教師は，間接指導中であっても意図的に度々視線を向けて児童の学習状況を把握し
ており，必要があれば「小わたり」を行っていること。

③ 教師は，両方の学年を同時に見ている状況を把握している場合があること。
④ 授業の終盤には，複数のカテゴリーへ視線が向けられ，多くの要素から状況を把握
していること。
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（９分５１秒～/全１時間１１分５３秒）
Ｙ：板書しながら，六年生の方まで気になっていましたか。
Ｘ：いや，あんまり。
（中略）
（２４分３９秒～/全１時間１１分５３秒）
Ｙ：（６年生の導入場面で）５年生の方はもうあんまり気にしていないですか。
Ｘ：うん。あんまり。ここでどれだけおさえれるかで，むこうで集中できるかが決まる
けんね。

（８分３５秒～/全１時間１１分５３秒）
Ｙ：ここ（５年生が問題文を読んでいる場面）で少し視線が上がったんですけどここは
どこを…。

Ｘ：あ，ここは，（画面の６年生を指さして）ここを
Ｙ：６年生ですか。
Ｘ：この子です。
Ｙ：なんでこの子を。
Ｘ：このこが厳しいから。この子が解けてれば，多分他の子も解けてるだろうし，この
子ができていなかったら，うん。まあ，この子が解けてるかなという確認。

２．教師の思考と判断の特徴
（１）指導場面における思考と判断
ここでは，複式授業における間接指導や直接指導といった指導場面ごとの教師の思考と
判断の特徴を明らかにする。なお、逐語記録における Yは筆者、Xは授業者である。
以下は，間接指導時について述べている場面である。

これらは，５年生と６年生それぞれの導入場面で間接指導を行っている学年のことが気
になっているかを尋ねた場面である。下線部から分かるように，教師はそれほど間接指導
時の学年を気にしていないと言える。また，教師は，導入場面おさえることで，児童が本
時の学習の見通しを持ち，自分たちで学習を進めることができると判断している。この判
断は，教師が児童を信頼したうえでなされており，児童に任せることができれば，教師自
身も直接指導場面で集中できると考えていると推測される。

また，以下は，間接指導における，教師が「特定の児童」へ視線を向けている状況につ
いて述べている場面である。

ここは，教師が５年生の直接指導を行っている場面であり，５年生は問題を音読してい
て，６年生は練習問題を解いている場面である。下線部から分かるように，教師は５年生
の直接指導の最中に６年生の特定の児童へ視線を向けていることが分かる。また，特定の
児童とは，習熟度の厳しい児童であり，教師は，厳しい児童を見ることで，他の児童の学
習状況までを把握できると判断していると考えられる。この場面では，視線を向けた後，
そのまま５年生の指導を進めたことから，学習状況に問題はないと把握したことが推測さ
れる。
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（５７分４３秒～/全１時間１１分５３秒）
（教室の中央で，５年生寄りに立って両学年を見ている場面）
Ｙ：で，この時はもうこの子
Ｘ：もう，ずーっと。ずっと。なんて言いよるか聞こえんし。
Ｙ：ここに立たれてたじゃないですか。両方視野に入ってる
Ｘ：あ，そうそうそうそう。
Ｙ：何割くらいこっち（６年）見てますか
Ｘ：もう結構（な割合で見てる）。いや，でも，結構諦めてる。

後ろに書いてる数字は何なんだろうって自分で考えてる。もうわけわからん。っ
て…。

（中略）
（１時間１分１０秒～/全１時間１１分５３秒）
（５年生も６年生も開き合いで児童が前に出て説明をしている場面）
Ｘ：こうなった時が厳しいんですよね。両方が説明をしだしたら。
Ｙ：この時ってどっちの解説からしようとかって考えてるんですか。
Ｘ：えっと，５年生は解説せんでもわかるかなって。６年生，はあ，もう無理だ。ほと
んど諦めている６年生は。５年生は自分たちで，正解もあるし，本人たちもおよそ
気づいているから，いっかみたいな。６年生どうしよう。って半分怒り。（笑う）

図１．両学年を見ている場面での教師の立ち位置

さらに，以下は，直接指導や間接指導の区別がなく，教師が学級全体を見ている特殊な
状況について述べた場面である。

ここは，教師が，教室の後方に立っており（図１），５年生と６年生は，どちらも班で
の話し合いをした後に発表を行っている場面である。波線部から教師は，教師が両学年の
児童の学習状況を把握しやすいように，両学年が視野に入る位置に立つ判断をしているこ
とが推測される。また，下線部より，教師は主に６年生の特定の児童を見ていることが分
かる。教師は，６年生の進行状況を心配しており，児童の発表と板書されている計算式か
ら，児童の考え方を読み取って，状況を把握するために６年生を多く見る判断をしている
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（１５分５７秒～/全１時間１１分５３秒）
Ｙ：ここ（５年生にわたって「ずっと同じ方向に折らんばよ」っと言った場面）も５年
生を見て気づいたからですか。

Ｘ：そう，折り方が違ってたんですよね。
Ｙ：これって同じ方向じゃなかったらならない…。
Ｘ：えっと，問題が同じ方向におっていくという風になっているので。

（５６分５７秒～/全１時間１１分５３秒）
（５年生にわたって机間指導をする場面）
Ｙ：さっきの「対応しながら」って言ったのはなんか，子どもたちの様子を見てから言っ
たほうが良いってなったんですか。

Ｘ：あっ，こっちか。うん。全然下向いてたんで。これだけで解いたら多分解けないか
なって思って。表を見ながらやったら見つけられるね。なので。いくつも表があっ
てもねってなって。もう，そこに気づいてくれれば，

と推測される。さらに，二重下線部に教師が「厳しい」と述べていることから，両学年が
同時に発表している状況で，児童の学習状況を把握する難しさが読み取れる。その中で
も，５年生は児童の考えの中に正しい答えが含まれており，児童自身もおおよそ間違って
いる部分や正しい考え方に気づいているため，児童に任せられると判断している。６年生
については，児童がどのように考えているのかを教師自身も理解できず，どのように指導
をすべきかと葛藤していることが推測される。
以上のように，複式授業における教師の思考や判断は指導場面や状況に応じて様々な判
断をしていることが分かる。間接指導場面では，特定の児童を見ることによって児童全体
の学習状況を把握するなど，瞬時に児童の学習状況を読み取る判断が見られた。また，
２つの学年を同時にみるという特殊な状況では，両学年の児童の学習状況から，その後の
指導をどのように進めるのか教師の葛藤が見られた。これらの思考や判断はその場面の状
況を手がかりに，教師が行った即興的なものであると考えられる。

（２）「わたり」に関する思考と判断
授業では，１４回の「わたり」が行われていたが，「わたり」のタイミングには（１）学

習過程の切り替わりや直接指導の切りが良い場合（２）間接指導時の見取りから，指導が
必要であると教師が判断した場合の２つが考えられる。前者のタイミングで行われた「わ
たり」に関しては教師の計画通りに行われたものであり，特筆すべき思考と判断は見られ
なかった。そこで，ここでは，後者のタイミングで行われた「わたり」について述べた場
面を以下に示す。

まず，この場面は，教師が６年生の直接指導を行っており，５年生は A４用紙を折って
試行しながら変わり方を見つける活動を行っている場面である。下線部から，教師は，６
年生の直接指導の途中で５年生を見ることで，５年生が紙の折り方を間違っていることに
気づいたことが分かる。そこで，間違いを訂正するために，６年生が問題をノートに貼っ
ている時間を使ってわたる判断をしたと推測される。
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（３９分１０秒～/全１時間１１分５３秒）
Ｙ：こっちからわたったのは近いからですか。
Ｘ：ここが一番気になったから。
（中略）
（４２分３４秒～/全１時間１１分５３秒）
Ｙ：（画面を指さして）さっき，この子に行った理由はありますか。
Ｘ：一番できるから。この子が分かってなかったから，もう一回問題を確認して…。
（中略）
（１時間１０分１５秒～/全１時間１１分５３秒）
Ｙ：最後に，わたる方向とかって気にされたりしますか。
Ｘ：あ，見える方向に…。やっぱ気になる子中心に見えるとこにいかんと，

次に，教師が６年生の直接指導を行っており，５年生は練習問題を解いている場面であ
る。下線部から，教師は，５年生を見るとほとんどの児童が下を向いていたことから，表
がない状態で解くのは難しいと思考していることが分かる。そこで，解決の手がかりとし
て「さっきの表と対応しながらすると良いね。」という言葉をかけるために，わたる判断
をしたと推測される。
また，黒板の前や特定の児童など，教師が向かっていく「わたり」の方向についても，
判断が見られる。
以下は，「わたり」の方向について述べた場面である。

まず，二重下線部で教師が「気になる子中心にみえるとこ」と述べているように，机間
指導を行う場合など，「わたり」の後に特定の児童へ関わる場合は，一番初めに指導を行
いたい児童の方向へわたるという判断がなされていることが分かる。次に，下線部と波線
部は，「わたり」の方向に関する教師の判断が表れている。下線部は，教師が６年生から
５年生にわたった場面で，５年生が班で話し合いをしているところへ机間指導に行く場面
である。ここで教師は，習熟度の厳しい児童の学習状況を把握するために，その児童の近
くの方向にわたる判断をしたと考えられる。また，波線部の場面は，教師が５年生から６
年生へわたった場面である。教師は，習熟度が上位の児童の学習状況を把握することで，
他の児童の学習状況までを推測して，児童の学習状況を確認するためにその児童の方へわ
たる判断をしたことが分かる。
このように，「わたり」について教師は，学習過程の「ずらし」によって生まれた「わ
たり」だけでなく，児童の学習状況を見取り，学習が滞っている場合など，すぐに指導が
必要な場合には，「わたり」を行って直接指導をするという判断を即興的に行っていると
考えられる。また，「わたり」の方向についても，児童の学習状況を把握するために，習
熟度を踏まえて，特定の児童へわたるなど，状況を踏まえて即興的に判断をしていると考
えられる。

（３）時間を考慮した思考と判断
２つの学年の指導を行う複式授業において，時間という要素は重要である。
教師は，複式授業における時間の使い方について次のように述べている。
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（２分２７秒～/全１時間１１分５３秒）
Ｘ：（「ちょっと急いで」と言った場面を見て）あー，そうそう。複式の課題は時間の
使い方が片方させとる間に，こっち側もこれだけは終わらせたいってなった時に，
なんだろう，だらだらしとったら，片方が間延び。だけん，今回も子どもたちは終
わったって，で間延びしてたでしょう。そこの使い方は難しいなって思うし，なん
かちゃんと子どもには時間の中でさせるやつば用意せんばさっていうなんか複式の
本とかいろいろあるけど，それは難しいかな。そこが課題です。時間の使い方って
いう。

Ｙ：じゃあここでちょっと急いでねって言ったのも
Ｘ：うん。もう向こうは何分までてねって言っとるけんかある程度，学級の実態として
は五年生はある程度なんていうのかな，時間通りにっていうか，できるから。うん。
そういったところは，うん。待たせたらいかんっていうところですかね。

（１分４０秒～/全１時間１１分５３秒）
Ｙ：今回の授業の形態では，黒板をＬ字型にされていた意図とかありますか。
Ｘ：いや，本当だったら前後ろが良いんですよ。前後ろの方がお互い気にならないし，っ

ていうのもあるし。この学校に来た時から，当時複式をされていた先生がみんなこ
の形でしていたから，なんか子どもたちもこの形が慣れているのかなと思って，ずっ
とやってますね。でも本当は前後ろが良いですね。

（中略）
（１時間１０分２０秒～/全１時間１１分５３秒）

ここは，６年生の導入場面で，教師が問題の書かれた紙を配布している際に，児童へ急
ぐよう指示した場面である。複式授業において，間接指導に入る児童には，「何分までに
何をしておく」という指示を出しているため，直接指導はそれまでの限られた時間の中で
行わなければならない。下線部から分かるように，教師は，片方の学年が活動を行ってい
る間に，もう一方の学年の指導を，教師が計画していたところまで終わらせるには，細か
な動作も機敏に行って時間を無駄なく使うことが大切であると考えていることが分かる。
指示した時間を守って直接指導にわたるために，教師は時間を意識して授業を進めている
ことが推測される。
このように，教師は，常に両方の学年の学習過程を意識しながら，時間を考慮した判断
を行っていると言える。直接指導の時間が想定よりも延びそうな場合や，間接指導時の児
童が想定よりも早く活動を終えている場合は，新しい課題を与えるなど，教師を待ってい
る時間が少なくなるように，即時に判断して指示を出していると考えられる。また，教師
が関わる場面を焦点化して，児童が自分たちで進められると思考した場合は，児童に任せ
るなどの判断を行っていると考えられる

（４）教授方略と学習環境での思考と判断
今回は，Ｌ字型の配置が採用されていたが，この机の配置について教師は以下のように
述べている。
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Ｘ：（形態も）前と後ろとかが本当は良いと思うんです。前でこっちしながら，向こう
で後ろ姿やけどやってるかどうかがみえる。附属なんかがそうじゃないですか。後
ろと前って。

Ｙ：（Ｌ字の方は）わたりの距離が短いから，すぐわたれるなっても思いました。
Ｘ：こっち（Ｌ字型）は音が出た時にはすごく邪魔されるというか。ですね。行きやす
いは，行きやすい確かに。

（７分５０秒～/全１時間１１分５３秒）
Ｙ：五年生から入った理由とかありますか。
Ｘ：五年生の方が，えっとー，今日やることを捉えさせるのに時間がかからないかなっ
て思ったっていうのと，六年生はその解いているプリントを解かせたかったので。

机の配置について，下線部より，教師はそれぞれの学年が教室の前方と後方に分かれる
配置が好ましいと考えていることが分かる。また，二重下線部から，机を前後に配置した
場合は児童への視線が向けやすいと考えており，Ｌ字型ではお互いの音が気になるが，前
後では，あまり気にならないと考えていることが読み取れる。しかし，波線部からは，児
童がこれまでの学習経験上Ｌ字型に慣れていることから，机をＬ字型の配置にして授業を
行うという判断をしている。

さらに，授業では複式授業における学年別指導での「学習過程のずらし」が実践されて
いた。教師は，どちらの学年から直接指導を行うのか判断していると考えられる。そこで，
「学習過程のずらし」について述べている場面を以下に示す。

下線部より，複式授業における「ずらし」を実践するにあたって，教師は，５年生が本
時の学習内容を捉えるのに時間がかからないこと，６年生は練習問題をする必要があると
考え，６年生の学習過程をずらして５年生の直接指導から始めるという判断をしたと推測
される。
このように，複式授業を実践するにあたって教師は，教授方略や学習環境について，授
業開始前に判断を行っているといえる。「机の配置」については，１つの教室の中で違う
内容を学習していることから，お互いが気にならないことや，教師が両学年の児童の学習
状況を把握する上での見やすさなどから，教師は前後に分かれる配置が好ましいと考えて
いる。ただし，児童のこれまでの習慣や，背面黒板の有無など学校の環境を基に判断する
必要があると考えられる。さらに，「学習過程のずらし」については児童の実態や学習内
容を考慮した上でどちらの学年から直接指導を行うのか毎時間判断を行っていると考えら
れる。

Ⅳ．まとめと課題

本研究では複式授業における教師の思考や判断の特徴を明らかにすることを目的とし，
Ｘ教諭の視線行動や，思考と判断の特徴を分析した。
第一に教師の視線行動の特徴として次の２点が明らかとなった。
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まず, 教師は，数多くの視線行動によって児童や黒板など様々な視点から状況を把握し
ていることが明らかとなった。その中でも「広範囲の児童」へ向けられた視線行動が多く，
少人数という複式学級の特徴を生かし，全体を見渡す中で一人一人の学習状況を把握して
いることが推測された。
次に，教師は，主に直接指導時の児童を見ており，間接指導時の児童へも度々視線を向
けて学習状況を把握していることが明らかとなった。さらに，「わたり」の前では「広範
囲の児童」へ視線が向けられる傾向があり，児童に何分までに何をするという指示や，離
れた後に自分たちで進められるかを確認していることが推測された。
第二に教師の思考と判断の特徴として次の４点が明らかとなった。
①教師は指導場面や状況によって数多くの即興的な判断を行っていること，②「わたり」
の場面においてタイミングや方向を児童の学習状況を基に判断していること，③教師が，
限られた時間の中でどのように指導するのか，２つの学年の学習過程を考慮したうえで，
常に時間を意識しながら判断を行っていること，④教師が，授業の開始前にも，教授方略
や学習環境について，児童の実態や学習内容を踏まえて判断を行っていること，の４点で
ある。
これらの分析結果を踏まえて，複式授業におけるＸ教師の視点と判断については次のよ
うな特徴があると言える。教諭は，数多くの視線行動から，常に２つの学年の児童の学習
状況を把握しており，特定の児童を見ることによって全体の児童の状況を把握するなど判
断基準を数多く保持している。また，把握した状況を手がかりに様々な対応行動の判断を
行っていると言える。その判断は即興的なものが多く，各学年でそれぞれに変化する状況
に対して，わたりのタイミングや方向を判断したり，教授方略を選択したりしている。
上記を踏まえて，複式授業において教師は，２つの学年の学習活動がそれぞれに進む中
で，変化し続ける児童の学習状況を瞬時に把握するための多様な視点を持ち合わせておく
ことが求められると言えよう。また，教師の思考は２つの学年が複雑に絡み合っており，
両学年の学習過程と時間とを考慮したうえで，わたりのタイミングや児童への教授方略な
どを即興的にかつ適切に判断することが求められるといえる。
一方で，本研究の課題として, 以下の２点が挙げられる。
まずは, さらに複数の多様な教員の実践を分析する必要がある。今回は１名の教師によ
る実践を対象としたが, 多様な事例を積み重ねることでより深い分析が可能となると考え
られる。
また, 本研究における成果を X教諭の単式での授業での意思決定と比較することで複式
授業における特徴がさらに引き出されると考えられる。

引用・参考文献

秋田喜代美（１９９２）「教師の知識と思考に関する研究動向」『東京大学教育学部紀要』，第
３２巻，pp２２１-２３２.

有馬道久（２００９）「熟練教師と初任教師の授業中の視線の向きに関する研究」『日本教育心
理学会総会発表論文集』，第５１巻，p２５１.

有馬道久（２０１４）「授業過程における教師の視線行動と反省的思考に関する研究―熟練教



長崎大学教育学部紀要 教育科学 第８４号（２０２０）98

師と初任教師の比較を通して―」『広島大学大学院教育学研究科紀要』，第一部，第６３
号，pp９-１７.

樋口直宏（１９９５）「授業中の予想外応答場面における教師の意思決定 教師の予想水準に
対する児童の応答と対応行動との関係」『日本教育工学雑誌』，第１８巻，第３号，pp
１０３-１１１.

姫野完治（２００２）「協同学習を基盤とした教師教育の課題と展望―教師の成長に関する研
究動向から―」『大阪大学教育学年報』，第７号，pp４７-６０.

姫野完治（２０１６）「教師の視線に焦点を当てた授業リフレクションの試行と評価」『日本教
育工学会論文誌』，第４０巻，Suppl，pp１３-１６.

生田孝至（１９９８）「授業を展開する力」『成長する教師 教育学への誘い』，pp４２-５４.
児玉佳一（２０１５）「授業における教師の知識と思考に関する研究動向―１９９０年代から現代
までに焦点を当てて―」『東京大学大学院教育学研究科紀要』，第５５巻，pp３５７-３６５.

水野正朗（２００６）「授業場面における教師の瞬時の判断と反省的思考」『名古屋大学大学院
教育発達学研究科教育科学専攻 教育論叢』，第４９号，pp６１-７１.

森健一郎，深見智一，浅倉絵美（２０１８）「複式学級におけるユニバーサルデザイン教育―
へき地・小規模小学校の実践を通して―」『北海道教育大学紀要（教育学科編）』，第
６９巻，第１号，pp３９３-４０４.

長崎県教育センター（２００７）『子どもの学びを支える複式授業』，pp１-２０.
中村亨（１９８６）「発言表を使用する授業分析」『教育方法学研究』第１２巻,１１１-１１８.
関口貴裕，河野義章（２００７）「学級規模が授業における教師の注視パタンに及ぼす影響―
眼球運動計測による検討―」『日本教育心理学会総会発表論文集』，第４９巻，p６８２.

渋川良夫（２００９）「小学校の複式授業の指導についての研究～ガイド学習，ワークシート
の活用の視点から～」『弘前大学教育学部付属教育実践総合センター研究員紀要』第
７号（通号第１７号），pp４７-５８.

下地芳文，吉崎静夫（１９９０）「授業過程における教師の生徒理解に関する研究」『日本教育
工学雑誌』，第１４巻，第１号，pp４３-５３.

吉崎静夫（１９８８）「授業における教師の意思決定モデルの開発」『日本教育工学雑誌』，第
１２巻，第６号，pp５１-５９.



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /CMYK
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<

    /BGR <>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e9ad88d2891cf76845370524d53705237300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc9ad854c18cea76845370524d5370523786557406300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /CZE <>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /ETI <>
    /FRA <>
    /GRE <>

    /HRV (Za stvaranje Adobe PDF dokumenata najpogodnijih za visokokvalitetni ispis prije tiskanja koristite ove postavke.  Stvoreni PDF dokumenti mogu se otvoriti Acrobat i Adobe Reader 5.0 i kasnijim verzijama.)
    /HUN <>
    /ITA <>
    /JPN <FEFF9ad854c18cea306a30d730ea30d730ec30b951fa529b7528002000410064006f0062006500200050004400460020658766f8306e4f5c6210306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103055308c305f0020005000440046002030d530a130a430eb306f3001004100630072006f0062006100740020304a30883073002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d3067958b304f30533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020ace0d488c9c80020c2dcd5d80020c778c1c4c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /LTH <>
    /LVI <>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor prepress-afdrukken van hoge kwaliteit. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /POL <>
    /PTB <>
    /RUM <>
    /RUS <>
    /SKY <>
    /SLV <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /TUR <>
    /UKR <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for high-quality prepress printing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


